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＜編集日：R1 2023.3.14> 

電源基板 TYPE-R 

POWER TYPE-R 

製作マニュアル 
 

＜注意＞ 
本キットをつかって生じた感電、火災等の一切のトラブルについては、当方は責任を負いませんのでご了承

ください。また、基板、回路図、マニュアル等の著作権は放棄していませんので、その一部あるいは全体を

無断で第３者に対して使用することはできません。 

 

１．はじめに 
 パワーアンプ用を意識した電源基板です。整流回路は２系統あり、１系統はアンプの電圧増幅段用の定電

圧電源回路になっており、もう１系統はアンプの電力増幅段用の非安定電源回路になっています。整流部分

のコンデンサはφ３５のブロックコンデンサの他、リードタイプのコンデンサも実装可能です。多数のコン

デンサを用いた大容量電源に向いているでしょう。またこの基板での入力はすべてコネクタ接続とすること

で、メインテナンスの容易化をはかりました。 

 なお別頒布となる POWER&MUTE CONTROLLER と取り付けネジ位置を合わせているので、重ねて配置すること

も可能です。 

 

 
図 完成例（φ35mm ブロックコンデンサを 12 個搭載） 

 

２．機能＆仕様 
表 主な仕様 

機能 パワーアンプ用電源基板 

特徴 ・２系統（A,B）の電源回路を搭載可能 

 A 系統：非安定化電源 

 B 系統：定電圧回路内蔵 

・A系統では入力段にφ35mm のブロックコンデンサを 10 個搭載可能。リードタイ

プ(φ20)は 20 個搭載可能。B 系統は入力段にφ35mm のブロックコンデンサを 2個

搭載可能。リードタイプ(φ20)は 4 個搭載可能。 

・４つの電源出力コネクタ（VH 規格,3.96mm ピッチ） 
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３．回路図 
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４．コネクタ機能 
 本基板はトランス入力ならびに電源電圧出力はすべて JST(日本圧着端子製造株式会社）の VH シリーズのコ

ネクタを想定しています。ランド間隔も広い(3.96mm)のでコネクタを使用せず直接の半田付けも容易でしょ

う。 

 
(1)CN1,CN2 

 CN1,CN2 はそれぞれ A系統（非安定化電源）、B 系統（定電圧電源）のトランス入力になります。CT 付トラ

ンスを使用します。２巻きタイプのトランスに対応するため CT 端子は 2PIN あります。 

 使用コネクタは B4P-VH が適合します。 

 

CN1､CN2 のコネクタ端子 

No 入力端子 備考 

1 AC  

2 CT CT は共通 

（どちらか１つでもよい） 3 CT 

4 AC  

 

 
図 適合コネクタ 

 
(2)CN3～CN6 

 CN3～6 は電源出力端子になります。すべて同じピン配置です。使用コネクタは B5P-VH が適合します。 

 

CN3～6 のコネクタ端子 

No 記号 内容 

1 +VS B 系統(定電圧) 正電圧出力 

2 +V A 系統(非安定) 正電圧出力 

3 GND 電源 GND 

4 -V A 系統(非安定) 負電圧出力 

5 -VS B 系統(定電圧) 負電圧出力 

 

 
図 適合コネクタ 
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５．部品表例 
 使用する部品については、用いるトランスや出力電圧に応じて任意に変更が可能です。以下では RA200-084

トランスを使用して A 系統に AC22-0-22V（無負荷時出力約 32V)と B 系統に AC30-0-30(定電圧出力 30V)に設

定する場合の部品表例を示します。 

 

表 部品表例 

品名 番号 規格 仕様 個数 備考 

抵抗 R1,2 炭素被膜 1/4W 22 kΩ 2 20kΩでも可 

 R3,4 炭素被膜 1/4W 20 kΩ 2  

 R5,6 炭素被膜 1/4W 5.1 kΩ 2  

 R7,8 炭素被膜 1/4W 1 kΩ 2  

 R9,10 炭素被膜 1/4W 24 kΩ 2  

可変抵抗 VR1,2 1 回転ｻｰﾒｯﾄ 5 kΩ 2  

ｺﾝﾃﾞﾝｻ C1-C10 電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ 耐圧 50V 以上 10 φ35 ﾌﾞﾛｯｸｺﾝﾃﾞﾝｻ使用時 

容量は任意 

 C11,12 電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ 耐圧 63V 以上 2 φ35 ﾌﾞﾛｯｸｺﾝﾃﾞﾝｻ使用時 

容量は任意 

 C13,14 電解ｺﾝﾃﾞﾝｻ 耐圧 35V 以上 2 φ30 ﾌﾞﾛｯｸｺﾝﾃﾞﾝｻ使用時 

容量は任意 

 C15,16 ﾌｨﾙﾑ､ｾﾗﾐｯｸなど 100pF 2 位相補償用 

ﾀﾞｲｵｰﾄﾞ D1,2 ツエナー 5V 2  

 BD1,2 ﾌﾞﾘｯｼﾞﾀﾞｲｵｰﾄﾞ D15XBN20 など 

（200V10A 以上） 

2 ランドパターンは

D15XBN20 の寸法に適合 

(*1) 

ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ Q1,Q2 小信号 PNP 2SA1015 など 2 汎用品で可 

 Q3-6 小信号 NPN 2SC1815 など 4 汎用品で可 

 Q7,Q8 小信号 PNP 2SA1015 など 2 汎用品で可 

 Q9 小信号 NPN 2SC1815 など 1 汎用品で可 

 Q10 小信号 PNP 2SA1015 など 1 汎用品で可 

 Q11 小電力 NPN 80V1A 以上のもの 

TIP31C など 

1 汎用品で可 

 Q12 小電力 PNP 80V1A 以上のもの

TIP32C など 

1 汎用品で可 

放熱板     (*2) 

コネクタ CN1,2 JST 社 VH ｼﾘｰｽﾞ 4P B4P-VH 2 コネクタは必須ではあり

ません。 

 CN3-6 JST 社 VH ｼﾘｰｽﾞ 5P B5P-VH 4 (*3) 

(*1)ブリッジダイオードについてはピン配置が+,AC,AC,-の並びのインラインタイプであれば、リード線を折

り曲げることでほとんどものが容易に実装できると思います。容量などは必要に応じて選択すればいいでし

ょう。ただし、大容量のコンデンサを使用する場合はラッシュカレントに注意が必要です。RA200 トランス 

を用いた場合では最大で 200A のラッシュカレントが流れる可能性があります。別途頒布の電源＆ミュート制

御基板との併用が便利でしょう。 

 
使用可能なダイオード例（ショットキーである必要はありません） 
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(*2)放熱板は以下のものが取り付け可能です。 

 トランジスタの取り付けは、必要に応じて絶縁シートを挟んでください（フルモールドタイプであれば不

要）。 

 
この放熱板が２個のトランジスタが取り付けられるので便利です。 

 

 
発熱が少ない場合はこのタイプの放熱板も便利です（２個必要） 

 
(*3)雌コネクタの作成には VH のコンタクトピンを圧着したものを使用します。コネクタのコンタクトピンは

下記が適合します。 

 
 

 圧着ペンチについては各種ありますが、私は下記を使用しています（あくまで参考情報。メーカの回し者

ではありません）。芯線と被覆の両方を１回でかしめることができますので、作業性が良好です。他のメーカ

も色々あるので、適合するものを好みで選ぶことができるでしょう。 

 
図 使用可能な圧着ペンチ例 
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（補足）B系統(定電圧電源）の電圧設定について 

 

 B 系統の電圧は用いるツエナー(D1)と抵抗値により任意に設定することができます。出力電圧は下記式で

求めることができます。 

 

   正出力 VS+の場合 : VS+ = D1 * (R9  + VR1 + R5)/R5  

   負出力 VS-の場合 : VS- = D2 * (R10 + VR2 + R6)/R6  

 

 たとえば D1=5V、R5=5.1kΩとして、Vs+ = 30V に設定する場合は R9+VR1 = 25.5kΩ になりますから、R9=24k

Ω、VR1=5kΩが一つの解になります。その他、R9=22kΩ、VR1=10kΩなどでもいいでしょう。手持ちの部品が

活用できるように選択してください。 
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６．基板パターン 
(1)シルク 

 
図 シルク 
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(2)配線パターン（部品面） 

 
図 部品面パターン 
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(3)配線パターン（半田面：部品面より透視） 

 
図 半田面パターン 
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７．【重要】基板の修正 
 

・対象基板：V1 

 ２箇所に余分な接続パターンがありますので、必ず削除ください。 

 

表 基板(V1)の修正 

修正箇所と修正内容 削除例 

 
C5（ブロックコンデンサ）の負側のパターンが部品面のパ

ターン(+V)に接続している箇所を削除（サーマルパタンに

なっているのでランド周囲の４か所を削除） 

 

 
 

（削除後はテスター等で確認ください） 

 
 

C11（リードタイプのコンデンサ）の正側のパターンが半

田面のパターン（GND)に接続している箇所を削除（サーマ

ルパタンになっているのでランド周囲の４か所を削除） 

 
（削除後はテスター等で確認ください） 
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８．基板寸法 
  下図を参照してください。なお寸法については誤差が生じる場合があります。必ず現物で確認ください。 

単位は mil です（100mil=2.54mm)。外寸は 7900x5800mil ですので、200.7x147.3mm になります。 

 

 
図 基板寸法（単位は mil) 

 

９．編集履歴 

Revision DATE CONTENT 

R1 2023.3.14. 初版 

   

 

１０．注意事項 

１）PIC 等のソフトウエアについては、その仕様を予告なく変更する場合があります。また、ソフトウエア

の瑕疵については、機器全体が動かないなどの重大なものを除き有償での修正及び交換となります。 

２）技術的な質問については必ず BBS にて問い合わせください。個別のメールでの問い合わせはご遠慮くだ

さい。 


